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第 12回全国和牛能力共進会 島根県 総合評価群 肉牛で日本一!! 

安来市 田口好美氏 第３区(若雌の２)に県代表で出品 優等賞14席 
10月６～10日に鹿児島県において開催された第12回

全国和牛能力共進会には、各道府県から約450頭が集ま

り、厳正な審査の結果、島根県からの出品牛(21頭)は、大

変素晴らしい成績を獲得しました。 

安来市の田口好美氏は、第3区(若雌の２)の県代表牛と

して、全国から選抜された32頭の中で優等賞14席となり

ました。全国14位は十分に賞賛される成績であり、田口氏

と関係者の皆様の取組に敬意を表します。 

大会で最も注目される第６区(総合評価群)の肉牛部門

(３頭一組、久茂福)においては、島根県が日本一の栄冠に

輝きました。さらに３頭の中の１頭(JAしまね吉田肥育セ

ンター)には、特別賞の「脂肪の質賞」が授与されました。 

全国１位となった第６区の肉牛部門３頭のうち２頭と、

全国２位となった第７区(脂肪の質評価群：百合久勝)の３

頭、やはり全国２位となった第８区(去勢肥育牛、久茂福)

の１頭の計６頭の出品者である(有)藤増はすべての牛が素

晴らしい成績を獲得し、まさに日本一の肥育生産者と成り

ました。 

その(有)藤増の藤江会長が、インタビューにおいて「素

牛が全て、関係機関、生産者の連携のたまもの」と答えら

れています。今回、県内で全共の肥育素牛を得るために、５年間を掛けて県内トップク

ラスの超優秀な雌牛から約240個もの受精卵を作出し、繁殖農家や酪農家の協力を得て

移植を行って超優秀なＥＴ産子を創出し、その子牛たちが卓越した技術の育成・肥育生

産者に繋がりました。県内の多くの牛飼養農家と関係者が一体となった取組が、今回の

素晴らしい成果をもたらせました。大会の出品者だけではなく、この全共に関わった全

ての県内の生産者と関係者の皆様の尽力が、この快挙に繋がっています。 

さらに、出雲農林高校の若人たちが全国５位の成績を挙げた上に、特別賞も獲得した

ことは、しまね和牛の将来に続く輝かしい成績です。 

全ての生産者並びに関係者の皆様に深甚なる敬意を表するとともに、今回の全共が、

今後のしまね和牛の振興に大いに活かされていくことを期待しています。 

● 第12回全国和牛能力共進会 島根県 総合評価群 肉牛で日本一!! 

  ・安来市 田口好美氏 第3区(若雌の２)に県代表で出品 優等賞14席 

● 飼養衛生管理基準の定期報告書の提出をお願いします 

● 県西部で野生いのししに豚熱ウイルスの感染が広がっています 

● 高病原性鳥インフルエンザ、例年より早く野鳥で検出！ 



 

 

飼養衛生管理基準の定期報告書の提出をお願いします 

家畜の飼養者は、毎年、定期報告書を家畜保健衛生所に提出していただ

くことに「家畜伝染病予防法」により定められています。広報と一緒に定

期報告書の様式を同封していますので、御記入いただき、同封の返信用封

筒により松江家畜保健衛生所または隠岐支所に提出願います。 

※自己チェック票を提出いただいた少羽数家きん飼養者と、今年度に

立入り済みの飼養者の方には、報告書は同封していません。 

県西部で野生いのししに豚熱ウイルスの感染が広がっています 

 豚熱は、豚といのししの伝染病です。県内で

は、５月 19 日に吉賀町において、死亡野生い

のししで初めて認められました。その後、10

月 1４日までに、吉賀町と津和野町で 17 頭が

確認されています。 

また、兵庫県から徐々に西に向かっても広が

ってきています。四国では、徳島県と高知県で

確認されています。 

 豚熱は、人には感染しませんが、野生いのし

しと接触した場合や生息地域を移動した場合

には、靴や手、車のタイヤなどを洗浄・消毒し、

感染が広がらないよう気を付けてください。 

 高病原性鳥インフルエンザ、例年より早く野鳥で検出！ 
一昨年のシーズンは、18県で52事例が発生し約987万羽が処分されました。 

昨シーズンは、12道県で25事例が発生し約189万羽が処分され、野鳥でのウイルス

検出も2021年11月8日～2022年5月14日までの長期間で確認されています。 

今年も、例年より随分と早く９月25日に回収された神奈川県の衰弱ハヤブサが１例

目で、その後も、宮城県(10月４日、マガン)、福井県(10月11日、ハヤブサ)、北海道

（10月8日、環境水）と続いてウイルスが検出されています。 

10月９日には、中海の米子水鳥公園でコハクチョウの初飛来も確認されました。飼

養衛生管理を確認し、病気の発生を徹底して防ぎましょう。 

 【 編集後記 】 寒暖差が激しい日が続いています。新型コロナも収まりつつありますが、

一方で、インフルエンザとのダブル大流行が懸念されています。人も家畜

も、十分に病気に気をつけて元気に冬を乗り越えましょう。 
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○島根県 東部農林水産振興センター 松江家畜衛生部（松江家畜保健衛生所） 

      〒699-0109 松江市東出雲町錦浜474-2 

TEL：0852-52-5230  公用携帯：080-1935-0883  FAX：0852-52-3377 

○島根県 隠岐支庁 農林水産局 家畜衛生部（松江家畜保健衛生所 隠岐支所） 

      〒685-0015 隠岐郡隠岐の島町港町塩口24 

TEL：08512-2-9690  公用携帯：080-1935-0886  FAX：08512-2-9657 
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